第28981号    2011年2月6日    
教会年間聖句  　 　　わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 　だれひとり父のみもとに来ることはありません。 　ヨハネ１４：６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人生の歩みの選択　   申命記１１章
選択できる自由があることは感謝なことです。その人その人の境遇によって違いがあり、ある人には沢山のことを自由に選択できるほどの余裕があり、ある人は全く選択できる余裕はないという人もいるでしょう。生きていくことすらも行き詰まって途方にくれ、苦しい状況の中にある人たちも多いことです。日本では 「孤立社会」、「孤族の国」、「無縁社会」 等の表現で社会問題としてマスコミがとり上げていますが、深刻なことです。これらのことは一部の人々だけのこととはいえません。このようなことを生み出す社会的要素があるからです。自由社会の中で自分が望み、選んだ生き方の結果もあるでしょう。あるいは自分ではどうすることもできない境遇におかれた不可抗力のゆえである、と思う人々もいるでしょう。社会問題、政治・経済問題、個人個人の人生哲学等の面から真剣に取り組むべき重大なことと思われます。このことは日本のことだけでなく、世界的傾向で、聖書が預言している末の世の現象の一部です （マタイ２４：３－１４）。
申命記１１章はイスラエルの民がエジプトの苦役から解放されて、荒野を４０年間さまよった後、約束の地である乳と蜜の流れる地に入っていく前に、神はモーセを通してイスラエルの民が神に聞き従うか否かを選ぶようにいわれました。昔イスラエルの民に荒野で起きた経験も、現在の私たちにも、人生の歩みの選択の原則は同じです。
１．当時の社会的事情
イスラエルの民は神の力強いわざによってエジプトから解放され、モーセに率いられて荒野で４０年間訓練を受けながら約束の地に向けていきました。近道をすれば数週間とは言わなくても数ヶ月で行けるところでありながら （出エジプト１３：１７）、荒野の４０年間の回り道の旅の生活は気の遠くなるような人生行路であったでしょう。昼は灼熱の太陽が照りつけ、夜は急激な冷気が襲い、食べ物や水は不足するテント生活からくる不平不満、ある程度想像はできても経験のない人には実感できない死の世界に囲まれたような苦しさ（出エジプト１４：１２）があったことでしょう。そのような試練の旅の中にあっても、イスラエルの民は神の深い恵みの支配下にありました。主なる神は、昼は雲の柱、夜は火の柱をもって、そして神の使いも加わって彼らの前を進まれ、また後ろに移ったりして彼らを守り導かれました （出エジプト１３：２１；１４：１９）。
２．祝福か呪いか
「乳と蜜の流れる地」と聞くとき、パラダイスの別名のように感じるでしょうが、実際には大部分が荒野です。隣国のように豊かな油田があるわけでもなし、わずかな鉱物があるくらいで天然資源に恵まれていなく、かつてヤコブの時代に大飢饉があって生活に困ってエジプトに逃れることになった地で、この世的な計算では割の合わない地です。それでも地上における天国のひな形の地です（創世記１２：１－７、申命記３：２５）。あまり選択の余地がないように思われる状況において、神はイスラエルの民に、神に聞き従うか否か、祝福と呪いをおいてどちらを選ぶか二者択一のチャレンジを与えました。神は約束の地とエジプトの地とを比較しています。エジプトでは運河や用水路をつくって足で水車を回しながら自分の力で水をやって作物を栽培したが、約束の地においては天の雨で潤って収穫のために前の雨と後の雨時に従って降らせて、神は豊かな収穫を準備していてくださいます。祝福の源がどこにあるかを教えており、「乳と蜜の流れる地」 になるかは、主を仰ぎ見、従うか彼らの信仰にかかっているのです。乳と蜜が流れる地とは単なる幻想的表現ではなく、現実の生活に直結したことがらです。乳は家畜を養うための牧草地を意味し、蜜はミツバチが好む植物が繁茂する肥沃の地のことです。ミツバチの突然大量失そうという「峰群崩壊症候群」のことを養蜂家やその方面の専門家以外で、現在世界的に起こっていることをどれだけ多くの人たちが気づいているでしょうか？ある日養蜂家が数々の巣箱のふたを開けて見ると働き蜂がいなく、何も痕跡を残さずこつ然とどこへ姿を消し、その原因すらも分からない。養蜂家にとって賑やかなミツバチの羽の音のない巣箱の静寂は、不気味で血の気が引いていくような恐怖です。ミツバチの大量失そうは、北米、南米、アジア、ヨーロッパで年々増えていっています。ミツバチだけでなく、他の多くの生物まで異変を起こしています。その方面の各国の専門家たちは原因究明を試みており、気候変動、火山噴火、環境汚染・破壊、未知のウイルス、電磁波、その他数々の原因可能性をあげていますが、ここぞというピンポイントにまでは至っていないようです。ミツバチはハチミツを作り出しくれるだけでなく、食卓に並ぶ野菜、果物、木の実等大部分がミツバチを主として花粉の媒介によって受粉し、結実をもたらしてくれたものです。また牛、豚、鶏、その他の家畜類もミツバチの働きによって大小の恩恵を受けた植物を食べて養われ、それらが食卓へと運ばれてくるのです。ミツバチがいなくなったら、これらの大部分の食べ物が消え失せてしまうわけです。 「乳と蜜の流れる地」 とはこれほどまでに重みのある言葉なのです。
３．神の御心の実行
神は神の言葉を通し、また自然界を通して警告と招きをしていてくださることが分かります。神にかたどられて造られた人間は
全ての生き物を支配できるはずであったが （創世記１：２４－３１）、罪によって神から離れたために私利私欲に走り、神によって造られ備えられた自然物を濫用し、自分自身をも治められなくなってしまいました。自然界の汚染や破壊と共に、罪に染まった人間の心もどろどろし、社会環境も破壊していきます。神は 「私がきょう、あなた方の前に与える全てのおきてと定めを守り行わなければならない。」 と神の御心の実行をうながしています。
選民であるイスラエルの民も神のおきてを守ることができませんでしたが、神の独り子イエス・キリストがわたしたちの身代わりとなって、呪いをも受けて十字架にかかって罪の代価を支払ってくださいました。命をかけて愛し、救いの道を開き、永遠の御国を備えてくださったイエス・キリストの道を選び、前進していきましょう。               　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
